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 令和５年度　小平市立　小平第六小学校　学校評価報告書
①元気でじょうぶな子    　　　　　②よく考えてやりぬく子＜重点目標＞
③仲よくできる子                      ④進んで働く子

できる喜び、わかる楽しさを味わい、みんなの笑顔が輝く学校
自分の思いや願いをもち、表現できる子供
明るく愛情にあふれ、学び続ける教師

［成果］児童が自ら課題解決に向けて学習する力、自らの考えを友達と表現し合うことで考えを深める力が高まった。
［課題］感染症対策を継続し、体力づくりに向けた校内の取り組み環境を整える。校内研究を通じ、一層の児童の表現力の向上を目指し、学びに向かう姿勢と自主学習の定着を確かなものにしていく。

成果・課題・次年度以降の対策

学

力

向

上

児童の学習意欲を高めるために指導過程を工夫し、共に学ぶ楽し
さを実感できるように小集団での学び合いの指導改善に努める。
国語、道徳、体育を主とした問題解決型の学習の中で、児童の主
体性や思考力・判断力・表現力の向上を図る。

4 4

習熟度別指導担当の教員を中心に、算数タイム等、様々な取組を行
う。個人差や学年差が見られるため、診断シートの結果や児童の実
態及び変容を踏まえ、さらなる学力の向上・定着を図る。

4 4

・学校公開等で授業参観すると、子どもたち同士が小さ
なグループの中で考えを発表し合い、刺激し合っている
様子が伺えた。様々な教科の学習でこのような様子が伺
えた。
・学習者用端末を授業中や家庭学習で頻繁に活用して
いる。子供たちも臆することなく活用している。

研究を通して、各教科の学習過程が明らかになり、児童が見通しをもって授業に取り組むこと
ができるようになった。そのことが授業に主体的に取り組む姿となって表れていた。小集団で
の学び合いの場面では、学ぶことで考えと考えがつながり、学びを深める様子が見られた。今
後もよりよい児童同士の学び合いにつながる話し合いのさせ方や時間配分などを考え、指導
していくことが望まれる。

具体的方策
第１回評価

成果・課題・対策
第２回評価

学校関係者評価

学年の実態に応じ、機器活用を指導してきたことで、その力を生かした学習の仕方が身に付
いてきた様子がうかがえる。総合的な学習の時間の調べ学習での検索力や、まとめなどにス
ライドを使用した表現力など、児童自身が意欲的に取り組む様子が見られる。今後も、六小と
して、各教科の身に付けさせたい力に基づくICT機器の活用を指導していくことが必要であ
る。

体

力

向

上

体育授業の指導の共有や業間体育の活用により、児童の多様な
動きや体力の向上を図る。また、ボールや長縄、竹馬、鉄棒などの
運動環境を整え、運動の日常化を図る。

4 4

校内研究で投げる動きのポイントを確認しながら指導の工夫を行っ
た。投てきで、記録の向上が見られた。短縄週間ではカードを作成し
たり、運動委員会から全校へ呼びかけたりすることで、友達同士の教
え合いや意欲向上につながった。 4 4

・学校経営協議会としても、土曜日のイベントで「投げ方
教室」を行った。地域の少年野球チームの協力を得て、
参加児童や保護者にも大変好評であった。
・小平市の少年少女マラソン大会前の１カ月程、「朝ラ
ン」イベントも行った。体力向上だけでなく、生活リズム作
りにもつながる。さらに学区内にある大学の陸上部の寮
の学生の協力を得ることもできた。
・学区内の企業との連携により「水泳教室」も開催でき
た。

校内研究授業で、児童が楽しんで活動できる場の検討と共有を行った。業間を活用し短縄や
持久走カードを作成し、運動への取り組む意欲の向上を図った。運動習慣について個々の
児童によって差が大きいため、今後も運動の日常化を図る仕組みづくりを行うことが必要であ
る。

発達段階に応じ、反復学習の場面、調べ学習の場面、表現の場
面、交流の場面等、活用の場面を意識した指導を工夫する。段階
的に児童の情報機器の活用能力の基礎を培い、学習の理解を深
めていく。 4 4

学習意欲に関してはICTを活用し学習支援ソフトの導入やデジタルド
リルの活用など、児童の意欲を高めるための具体的な研究成果を、
日々の教育活動に生かす。家庭学習の仕方を教員間で共有し、学
校として系統性をもった仕組みづくりを計画する。 4 4

委員会やクラブ活動で、運動の楽しさを伝える活動を生かし、運動の楽しさを全校に広める
取り組みを行った。体力アップ週間などを設けて、体力向上の意識を高めることができた。今
後も通年で持続性のある取り組みを行い、運動の習慣化を図ることが必要である。
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一人一人の良いところを認め合う学級環境を作っていく。毎月のい
じめ実態調査や年３回のふれ合い月間を通し、いじめの未然防
止、早期発見・解決に努める。ふれあい月間に合わせて「いじめ」
についての授業を実施する。 4 3

毎月のいじめ調査シートの活用、ふれあい月間での取り組みなどを
通し、未然防止、早期発見・解決に努めることができた。生活指導夕
会で情報伝達をすることで、全校で対応することができた。 4 3

・「相手の気持ちを思いやることが大切である」ことが分
かる校内の掲示物がある。
・保護者会やメール配信などで家庭にもきちんと伝えて
いる。

6月と１１月に実施したふれあい月間で、各学級の実態に合わせたいじめ防止の授業を実施
した。各担任に指導の振り返りを促し、学級の実態を把握し、いじめに関わる情報の提供と共
有ができた。

ソトスロンや六小ギネス、ダンスロンや各種運動集会の内容を充実
させ、児童に体を動かすことの心地よさを味わわせる。体操やなわ
跳び、ダンスなどに児童自らが取り組む仕組みをつくり、家庭での
運動の習慣化を図る。 4 4

ダンスクラブで皆で体を動かす楽しさを味わわせる機会を設けた。加
えて、持久走月間の設定も、全員が外で元気に体を動かす意識を高
めるとともに、運動の楽しさを知り、習慣化させるきっかけとなった。 4 4

毎月一回の生活朝会では、校内生活に関わる、望ましい姿について、毎週の生活夕会で
は、学年ごとに児童の情報を共有する場を設けた。校内の児童に関わる情報を生かし、より
共通意識をもって児童の指導にあたることができた。

特
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る
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年３回の小・中連携の日を活用し、二中校区の重点項目について
共通理解を図り取り組む。また、二中校区共通プログラム「あいさ
つ運動」に中学校と連携して取り組み児童に「地域でのあいさつ」
を意識させる。 4 2

定期的な小中連携を実施した。教職員の連携強化を目指し、小中連
携の日の情報交換で共通理解を図り、改善意見を生かしていくこと
で、進級へのスムーズな接続を目指していく。

3 3

・小・中連携の日だけでなく、中学２年生の職場体験や
６年生の体験入学、部活動見学など将来に希望がある
活動を行うことができた。
・コミュニティ・スクールとして協力的なメンバーがボラン
ティア活動を定期的に行っている。

年３回の小中連携を通じて教職員の定期的な連携をとることは十分になされていると考えられ
るが、進学を目前にした児童自身の、期待感や将来への展望を拓くまでには至っていない。
2月・３月に実施される中学校との体験交流を実施することで、進学へのスムーズな接続をサ
ポートしていく。

児童には毎月の生活朝会や安全指導内容を工夫し、規範意識を
高め、「自分はどう行動したらよいのか」を自ら考えられるように指
導していく。月2回程度の生活夕会を実施し、教員間の情報交換
を行う。 4 4

六小スタンダードについて、改めて整理し共通認識が得られるように
確認した。児童への指導では、テレビ放送を生かして月目標を伝えた
り、安全指導の中で、全校で指導が必要な事柄を伝えることができ
た。 4 4

4 4

今年度は、各学年で通級学級担当教員が、各学年に一回ずつ理解
教育を実施した。児童の視点を拡充し、他者理解につなげることを意
識した取り組みを記入してください。 4 4

学校公開や校内研究授業で、全学年に障害理解教育を実施した。児童自身が他者理解の
視点を養うことができた。今後は、児童が身に付けた視点を生かし、日常生活の中で実践で
きるような取り組みを校内全体で見守っていくことが必要である。

PTAの活動をボランティア方式に改め、地域と家庭に広く協力を求めた。さらに、不登校支援
など、自校の優先したい課題やサポートへの支援体制が整えられるように、連携をとることに
務めた。結果的に自校の教育への理解を促すことにつながっている。今後も、連携をとり意見
を取り入れながら、自校の教育活動に様々な協力を得られるように、より良い関係を築いてい
く。

食に関する年間計画（学年別）に沿って進め、児童が本物と出合
い様々な体験を通して、食の楽しさや大切さを感じ苦手な食品や
料理を少なくしようと努力したり、「食」を大切にしようとしたりする態
度を育てる。 4 4

食育指導として、季節ごとの食文化を発信したり、体験したりする活動
を定期的に行った。「食」に対しての興味関心を高めることを目指して
いく。

4 4

・ボランティア活動で学校の給食を食べた時、温かくて
おいしくて安全で、大変感動した。
・外部企業や地域の農家とも連携し、各学年に合わせた
食の授業を積極的に行っていると思う。
・ひまわり教室を利用している子供の保護者としては、こ
のような授業によって他の児童や保護者にも理解してい
ただけることが大変ありがたい。

給食指導を定期的に実施した。児童が食に対して興味関心を高めることができた。校内で
は、給食室と常に連携をとり、食育に関わる各学年の学習への取り組みをサポートするなど、
充実した食育の学びの環境を整えた。今後も、食への意識を高め、より良い食習慣が定着す
るように、家庭や地域への協力を仰いでいく。

学校公開に合わせて理解教育の授業を行い、保護者への障害理
解を図る。年２回の特別支援教育研修と定期的なOJTを行うこと
で、特別支援教育の指導法や障害理解の共有に努める。

学校経営協議会と連携して、学校をより良くするために毎月の学
校経営協議会で共通理解を図り、取り組む。学習支援ボランティア
やNPO法人・地域人材を活用し、指導の充実に努める。

4 4

広く地域からの意見を取り入れるように心がけるとともに、児童の学習
活動様子を公開できるように、定期的に公開を実施していく。地域の
理解と協力を得られるように指導の改善に生かしていく。

4 4

４

・学校だより、保健だより、こんだて表、コミュニティだより
がデジタル配信となった。
・また、教材費が振り込みとなった。これからも先生方の
業務の効率化が図れると良い。

学習者用端末を活用した、情報活用と資料の共有を進めてきた。業務の効率化につながっ
た。さらに、職員間の教材の共有を進めていくことで、学習準備の負担の省力化を図ってい
く。

業
務
改
善

校内の連絡事項はメールを活用し、会議時間を短縮する。学年で
教材研究を行い、資料を共有し活用していく。また、HPやメール配
信等を通じ、情報連絡に関わる事務仕事の整理を行う。短縮でき
た時間を児童と向き合う時間にあて、教育活動の充実を図る。 4 4

学習者用端末を活用し校内での会議の資料を共有したり、お便りに
代わる情報発信を学校ＨＰやメール配信を行ったり、積極的なICT活
用を試みた。業務の効率化と時間の確保を目指した。 4
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た。さらに、職員間の教材の共有を進めていくことで、学習準備の負担の省力化を図ってい
く。
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